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我々は既にin vitroの系において高麗人参

(紅要)の主成分である人参サポニンのうちGト

nsenoside―Rgl(G― Rgl)に 、強力な血小板

凝集抑制作用があり、その機序として トロンボ

キサンA2(TXA2)の作用を抑制する可能性を

明らかにしている。今回我々は人参サポニン特

にG― Rglの抗血栓作用を解析する目的で高純

度に精製したG一 Rgl(98%純度)を健常男子

6名 に50mg、 早朝空腹時 1回投与し、血小板凝

集能、血液 レオロジーに及ぼす影響をみたと

ころ、アラキ ドン酸 (AA)、 コラーゲン及び

TXA2の安定な誘導体であるSTA2刺激によ

る血小板凝集の著明な低下がみとめられG一

Rglが in vivoの系でも抗TXA2作用を有する

ことが示唆された。なお血液レオロジーには変

化が認められなかった。そこでG― Rglの 抗T

XA2作用を明らかにする目的で、まず 〔3H〕

SQ-29548を リガンドとしてTXA2の rece―

ptor assayを 行ったが G― Rglは高濃度に於て

も何らの影響も及ぼさず、G― Rglの作用点と

しTXA2の受容体以降のプロセスが考えられ

た。
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